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秋の交通安全運動が始まります。 
実施期間 ９月２１日（月）～９月３０日（水） １０日間 
 日没が早まる秋以降は、夕暮れ時から夜間にかけて交通事故が多く発生しています。 

 歩行者や自転車の皆さん、運転者の皆さんともお互いに交通安全に気をつけましょう。 

 
１ 子どもと高齢者の交通安全事故防止 

〇 いつもの道でも油断せず「いつでも・どこでも安全確認」の徹底 

〇 夕方からの外出時における明るい色の服装と夜光反射材の着用促進 

〇 交通安全の声がけや見守る活動等の実践 

 

２ 夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止 
【歩行者・自転車】 

○ 夕方からの外出時における明るい色の衣服と夜行反射材の着用促進、自転車の早めの 

ヘッドライト（前照灯）点灯の促進 

【運転者・職場】 

○ 薄暗くなり始めたと感じたら、早めのヘッドライト（前照灯）点灯の促進 

○ ヘッドライトのこまめな切り替えによる、ハイビーム（前照灯の上向き）を積極的活用の促進 
 

３ 後部座席を含めた全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの 

正しい着用の徹底 
【運転者・職場・家庭】 

  ○後部座席を含めた全ての座席でシートベルト・チャイルドシートを正しく着用の徹底、 

    着用の義務・必要性及び着用効果の周知徹底 

 

４ 飲酒運転の根絶 
【運転者・職場・家庭】 

    ○飲酒運転は絶対に「しない、させない、許さない」意識の徹底 

  ○家庭・職場・地域から飲酒運転を出さない広報啓発の推進 

 

５ 道路横断時・交差点における交通事故防止 
【歩行者】 

  ○道路横断時の、手や旗などで明確な意思表示の推進 

  ○「安全横断５則」の周知徹底 

  安全横断５則 
① 安全な場所を選ぶ  ②道路の端で必ず立ち止まる ③右・左の安全を確かめる 

④安全を確かめたら、まっすぐさっさと渡る  

⑤横断中も右・左の車の動きに気を配る 

 

交通安全推進協議会山口支部 

交通安全協会山口支部 

 

運動の重点 

 

 

 



【運転者】 

  ○信号機や一時停止など交通ルールの遵守を徹底 

  ・横断歩道では減速して横断歩行者に備え、横断者がいる時は、一時停止して安全に横断させる・

子どもや高齢者を見かけたら、その動きに注意するとともに、横断歩道以外の場所でも「止ま

って渡してあげる」思いやりのある運転をする。 

  ○「しっかり止まってはっきり確認」を実践 

  ○ 運転する際は、しっかり前を見て運転に集中する。 

 

【地域】 

○道路を横断しようとする子どもや高齢者を見かけたら、安全に横断できるように声掛けや見守 

 る活動などを実践 

○交通ルールを守らない子どもや高齢者をみかけたら、注意や呼びかけなど、地域ぐるみで子ども

と高齢者を守る地域づくりの推進 

 

 

 
● 交通安全協会の山口支部では、夏の交通安全運動期間中に、次の活動を行いました。 
・夏の交通安全進発式 

・山口地区内交通安全パレード  

・交通安全施設等の点検 

 幟旗の更新、交通傷害の立木、 

枝払い、カーブミラーの点検・清掃 

・安協便り発行、地内全戸配布          

・街頭立哨活動 

・交通安全啓発運動  

      山口まつり・・・・・交通整理 

・天童地区交通安全協会活動への参加 

      夏の交通安全出発式 

      天童夏祭り参加・・交通安全啓発運動 

      帰省者に対する安全運転よびかけ運動 

                                          

   

 

 

  

 

 

  

安協山口支部の活動報告 

 

 

 



 

 
 ◎交通安全施設の点検 カーブミラー、ガードレール、一時停止等の標識看板 

 ◎街頭立哨    （９月２４、２５、２８、２９、３０日）５日 

 ◎のぼり旗の設置       交通安全のぼり旗・横断旗の破損等の更新 

 ◎女性部による「交通安全人波作戦」の実施  ９月２７日（日）９時～１０時 

国道４８号線ＪＡフルーツセンター前 

◎敬老会交通指導              ９月２７日 

 ◎山口公民館フェスティバル時の広報活動 
 

 

今後の活動計画 



 


